












この報告書 は、平成19年1月12日 か ら13日 にかけて、国際 日本文化研
究セ ンターで 開催 され た第8回 日本在 住外国人 シンポジ ウム 「コ ミュニ
ケー シ ョンを考 える(Rethinking``Co㎜unication")」 にお1ナる拙 論
文 と討論 を取 りま とめた ものであ る。
シンポ ジウムの計画段階で、海外研 究交流 室のJamesC.Baxter教 授
と渡辺 雅子助教授 に、 「日本人 の言語感 覚」 をめ ぐる問題 をテー マ と
しては ど うか、 とい う漠 と した コンセプ トを室長 として提 案 した とこ
ろ、 この報告 書に ま とめ られ たよ うな論文 か らなる興 味深 い プ ログラ
ムを作成 して下 さった。
参加者 の 出身 国 は、 フ ランス、英 国、 中国、 トル コ、 ドイ ツ、エ ジ
プ ト、米国 、イ ラン、韓国、 日本 と10ヵ 国 に及び 、言語 ・音楽 ・コ ミ
ュニケー シ ョンの様 々な側面 に分析 を加 えた論文 が報告 され 、活 発 か
っ 生産的 な論議 が交 わ され た。 具体的 なテ ーマ として、外国語 教育 の
現 場 にお ける異文化 コ ミュニケーシ ョンの問題 、外 国語で書 くこ との
意 味、 シンタ ックスに 関す る言語 学的推論 、音楽教 育 と外 国語 教育 の
近似性 な ど、広 が りの ある問題 を深 く議論 す る機会 を得た こ とは大 き
な収穫 であった。
正月明 けの慌 しい時期 に遠 くか らご参加 下 さった皆様 に、海 外研 究
交流室長 として こころ よ り御礼 申 し上 げたい。
なお、 中東 地域 出身 の専 門家の招聘 につい ては、 当時 日文研 に客員
研 究員 として滞在 中のモハ メ ドレザ ・サル カールア ラニ氏(ア ラー メ
・タバ タバ イ大 学) 、 お よび 山下王世 氏(東 京 外国語 大学)か ら多 大
の ご協 力を得 た。記 して感謝 したい。
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